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　現像処理の失敗には様々なものがある．例えば
日常における失敗例としては，現像処理の不良（露
光，現像処理（液温，時間）の不良，現像液・定
着液の不良），自動現像機の整備不良（現像機の故
障，ローラーの汚れ，ローラーの故障），フイルム
の取り扱い不良などが挙げられる1）．これらの失
敗例は人為的，機械的なものである．しかしなが
ら時として患老自身によるものや，自然的に発生
した失敗例もあることを忘れてはならない．
　小児（特に低年齢児）における咬合法写真に比
較的多くみられた圧力効果とパノラマ撮影法写真
にみられたstatic　mark（スタチックマーク）の写
真を供覧する．
　小児における咬合法撮影時において，フイルム
を強く噛み締めたり，歯ぎしりを行うことにより
フイルム面に細かい点状，線状の不透過像が映し
出されることがしぼしぼある（写真1）．これは，
フイルムに静圧力，摩擦力，衝撃力が加わること
により減感や現像による黒化を起こす現象であ
り，これを圧力効果という．この圧力効果は2通
りの現象として現れることがある．写真1のよう
に圧力が加わり，露光し現像すると圧力が加わっ
た部分に周囲よりも画像濃度が薄く現れる現象で
あり，もう1つは圧力が加わった部分に露光に関
係なく黒化像が現れる現象である2｝．この圧力効
果は今回の例以外にもフイルムを曲げたり，折っ
たり，パッケージの上からボールペンなどで字を
書いたりすることにより発生することがあるので
注意をしたい．また，小児における咬合法撮影時
写真1：小児の咬合法撮影写真にみられた，圧力効果．
　　　咬み締め，歯ぎしりによってフィルム面に線
　　　状，点状の不透過像が認められる．
においては，できるだけ咬合圧をかけないように
注意をしたい．
　フイルム面に摩擦や他の原因で帯電が起こる
と，現像処理を行った時に黒斑点，電撃様の模様
が生ずることがある（写真2a，b）．これをstatic
mark（スタチックマーク）といい，この現象が出
現する原因としてはフィルムカセッテにフイルム
を装墳する際や包装のないフイルム同士が擦り合
わさることにより起こる現象といわれている．
static　mark（スタチックマーク）防止として帯電
防止剤（antistatic　agent）を乳剤に加えたり，フ
イルムベースに塗布することにより防止策を講じ
ている2｝．しかし，寒い冬期時には帯電現像が発生
することが多いので注意を要したい．
（1996年6月7日受付；1996年7月17日受理）
松本歯学　22（2）1996 207
写真2a：パノラマX線写真において，下鼻甲介付近に一見虫様のスタチックマークが認められる．
写真2b：aの拡大写真である．スタチックマークは電撃様，稲妻様のものが多いが，このような虫様のものは
　　　　　比較的めずらしい．
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